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 要 旨   

目的：低用量のアルコール摂取は、一般集団における心血管疾患（CVD）の抑制と関連している。

CVDリスクが高い非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）患者において、この関連が見られるか

どうかは明らかではない。 

 

方法：一般集団コホートにおける NAFLD を有する対象者において、アルコール摂取と CVD 関連

の転帰との関連を検討した。1994～1995 年の Busselton Health 調査に参加し、臨床的および

生化学的な評価を受けたものを対象とした。NAFLDは、ウエスト周囲径、BMI、γGT、中性脂肪

から算出される Fatty Liver Index (FLI) 60以上で評価した。アルコール摂取は質問票を用い

て定量化した。ベースライン調査後 20年間の CVDによる入院と死亡は、西オーストラリア州の

データリンクシステムを用いて確認された。 

 

結果：4,843人の対象者のうち、659人が NAFLDと診断された。週当たりの飲酒量は、男性で 8.0

杯、女性で 4.0杯であった。男性では、週に 1～7杯を消費する群と比較し、週に 8～21杯消費

の群では、CVD 入院のリスクが 38％（［HR］0.62、95％CI 0.43-0.90）低くかった。男女合わ

せた結果では、週に 1～7杯を消費する群と比較し、週 8～21杯の飲酒は、CVD入院の 32％（HR 

0.68, 95％CI 0.49-0.93）減少、多変量調整後モデルでは 29％（HR 0.71, 95％CI 0.51-0.99）

の減少がみられた。多量飲酒においては予防的な関連は見られなかった。また、アルコール摂

取と CVD死亡との関連はみられなかった（HR 0.81, 95%CI 0.46-1.45）。 

 

結論： NAFLD患者では、低～中等度のアルコール摂取は、CVD入院の減少に関連するが、CVD死

亡には関連しない。 
 


